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協同活動強化第13次3か年運動〈平成25～27年度〉

“安J~＼ して暮らせる地域社会をめざして”

大「次代へつなぐ協同」

大「JA福光らしい組織運動の展開」
1絹

"i広王E

自
一

邑畠

匡芝 ｜生活 ｜ ｜経営 ｜
地域資漉ぬ未来へ（；）創造 豊'fll芭基局しやすい

地域社会ぬ実現に向け定
；食代と共Iζ存立する

「地域に根ざし記協同組合J

奄目指しτ
I.農業 ・農村を支える多横な

担い手づくりの実践

1 地域農業を支えるものづくりの実践

I.地域のライフラインを支える
J Aとしての総合機能の実践 l>I 

,; 

" 

I. J A福光らしい安全・安＇~＇な
経曽基盤戦略の実践

II. 「安全 ・ 安I~＼なくらしの実現」
に向けた協同活動の実践

m.「安全 ・安山 ・信頼」される

福光農業ネットワークの創造
m.地域コミュ二ティの活性｛じに向けた

J A地域くらしの実践

II. J Aの経嘗を支文る
健全性の維持・向上

E王手豆長示孟占ι：：：；.ー
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協同活動強化第 13次3か年（H2 5～2 7）運動の取組経過

年度 年月日 事 項 肉 容

H25年 5月25日 通常総代会 第 13次3か年運動の計画 （一年目〉
． 

8月 9日 CI 研究会発表
第13次3か年運動の実践

1 1月14日 業務研究会発表

1 2月 4日 協活正直lj幹事長会議 (H25～ H2 7) 

平成2.5年度 1 2月1-3日 協活疋・副都会長、役員専門委員会正 ・副委員長合閉会謙 第一年度（H25）実践状況と計画の見直し

1 2月20日 協同活動強化運営審議餐員会全体会議 ＠メインテーマ
1 2月25日 地区代表者会議

安心して暮らせる地場社会をめざして
H26年 1月21日 地区センター協同活動推進協議会 第一年度実践状況の報告と

第二年度計画見直しの審議 f次代へつなぐ協同』

1月24日
rJ A福光らしい組織運動の展開j

2月 集落座絞会 0サフテーマ
H26年 5月 通常総代会 第13次3か年運動の計画（二年呂）

8 Fl C I 研究会発表 －地増資源の未来への創造

1 1月 業務研究会発表 －豊かで暮らしやすい地域社会の実現に向けて

1 1 Jil 協活正副幹事長会議 ・次代と共に存立する「地場に根ざした協同組合Jを目指して

平成26年度 1 2月 協活疋・ llJ卸会長、役員辱門委員会正・副委員長合同会議 第二年度（H26）実践状況と計画の見直し

1 2月 協同活動強化運営審鰍餐員会全体会議

1 2月 地区代表者会議

H27年 1月下旬 地区センター協同活動推進協議会 第二年度実践状況の報告と

2 Fl 集落座談会 第三年度計図見直しの審浴

H27年 5月 通常総代会 第13次3か年運動の計画（三年目）

6月 Cl 研究会発会式

6月 惚活幹事会員の任命・総事会の開催 第 14~3か年（tt28～H30）計画験討の着手

7月 運営審議委員会全体会議 審織委員の委嘱、正.Iii部会長の指名

7月 各部会毎に検討審議（7月～11月） 営農・生活・経営昔B会毎に審議

8月 CI 研究会発表会・業務研究会発会式

平成27年度 1 0月 第27回JA全国大会

1 1月 業務研究会発表

1 1 Fl ~46 回JA富山県大会

1 2月 協活正Ill幹事長会議

1 2月 協活正・副都会長、役員専門委員会正・副委員長合閉会議

1 2月 協同活動強化運営審織委員会全体会議 第13次3か年運動実践状況の報告と ＊第14次3か年運動実践計画第定
1 2月 地区代表者会議 第 14次3か年運動実践計画の領案

第14次3か年計画
H28年 1月下旬 地区センター協同活動縫進協議会 地区センター毎に審織、窓見交換 『安心して暮らせる地織社会をめざして』

2月 集落座脱会

-2-
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飽向活動強化篠’3；公3か年運動

自慢部会 地域資源（；）未来へ（；）創造
課題

I.農業 ・農村を支える多織な

担い手づくりの実践
1. TP P交渉参加問題

2.良質・多収性新品種栽培の確立

3.次代へつなぐ地域農業の確立

l ） 組い手級官t休の後続：者~－·lil'[f最

（認定j誕祭者、決策生i髭法人、 1長務•)if;・股紹俄）

．担い手へのR~Jl!!;f1Jm:m制

2）多織な仰い手（兼業農家・個人農家）の人材確保

－認定農業者、営縫組織へのステップア？プ

3）農村社会の活性化（むら機能の維持、充実）

4）遊休地や不排作池の活用

4.満足感ある燥機サ）ピスの提供

1）活コストを目指す高性能燥機具の導入指導

2）常良制法等のオベレーターを対象とした

点検・駿備技術j簡単

現 状 （平成25年）

・TP P交渉から r1置と蒋らし ・いのちJを守り

国会決議のjJ;f貌を求める全国代表者銚会

・TP Pに関する全国集会及びデモ行進

1 0月2日

1 2月SS

《福光における経営形1白日IJ経営面積の実態》 平成z5年Z月末現在

0営農組織の尚歯？イ包及び後継者不足

O遊休燥地・不緋作燥地の有効活用

0水田の作業受倭託

W＇’操 指針s

質入品，~ i&lj：凶作1111"!
ニl:故対散布

息地利用銀狐 I! 

IJ.IJJlit骨t強

.21 g年度
12;'250 

'161 ii 

~ '207' 

0農作業事故の発生防止

ヨ翠E

•2 ,4:$；毛皮

2, 48{}: 

盟主：じ
350. I 

llfl 

・ 農後整備出~練習会の災施 ヱ盟塞蓋

単位 ：hn 

:215：：奪三度

2~ 5'30; 
弘4;6!

$8'4' 

トStS;

・労働安全衛生法による7ォサ97ト速転技館講習会の開催 豆急

一足三il盗

・農作業事故発生件数 4i* 
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対応策

－継続

0担い手経営体への支援強化

－農地総秘、経営管理、金触相淡などの支援体制の構築

・Jl品協ll11！由支援事業の見直し

目集首r-・i;t;n量組織の「法人組織」への日露噂

。地減if:着型の~良組織体制の確立

女 i¥ll者化・ 後継者不足・ ・ 主
- ..経営の継続が厳しい・・・ ft 

叶→ 集落、地iltl!I能の低下・・ ・ 目
＊ 営.活動のサポート充実・強化・・・ 日

/.} 

.c.-t主討 ・計画 0－実践

H25 I H26 

。

NO. I 

H27 

ム ーートー一一一一ト一一一令

ム ー→一一一一・ト一一一＋

企 ー ト一一一一＋一一一→

帰－咽阿FW由説抽r副書官v千？晶抽回世間、一同···－間同山駒山＂ ＇・＂＇＂＇鴨川M”。，二日~N>.. rrr:,1• 

。持続可飽な地域農業の実現 I o 
0 「人 ・農地プラン」の実行と更新で短い手の明確化
－地域の中心となる担い手を明般にし燥地の集税をはかる

・農地袋駅協力金の活用

－符年就農者？給付金等の支白書声閣の維巡

ム ー＋一一－－－－－l一一一→

0地場範囲を超えた作業協定の遵鎌 。
・営・t.ic組織聞での情報の共有化、作業支・3寄託、織械リース等の巡t持

O農作業安全運動の強化 。
－地続全体での農業作業安全締習会のURf滋

・オペレーターへの点検・整備校術指導の徹底



泊同活動強化鍍7:Si公3か~運動

盤底部会 地域資額ぬ未来ヘぬ創造 NO. 2 
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I富山県エコフy－＂＜＂ーの認定状況 1 （平成25~同月来挺在）

m一戸当」品比二%以五十Ir;;;・ －~ －－－－－‘一一一一一一一
！除｜ 砥 ff: l l ； 叶二一一づ伊骨骨｛＇~
姐 l 1・: 111 ! ：：.！一一ブ』一一一一一

一：＂·＂• I ~a二u~I~『ー由一：
..1L」企2凶 I I l綱嶋酬帥酬蛇目1

シリカロマン］， 783hu → 水稲而箱今体の約ω弘 ｜ O環境保全を考慮した営農活動の推進

0問主主地カ僧強作物体系の推進 ひまわり納車自主tム辿且 ｜ ［ ・土づくりに関する佼術機肥の結鳳緑肥等）

Oエコフア｝マーの推進 ｜ ｜ ・化学肥料使用伎術 但焼翻節型肥料の店用｝

エコファーマーの認定人数関誌188名水稲：35名止_m盆 ｜ ｜ ・化学煤薬使用技術 （直鰍桝畑、生物臨時使用｝ I z 2 J必

O水稲［自：熔栽培の推進殺焔［酎積（95.5 bu 前年比： 102.3%) I l －パン力ープランツ技術 （天敵凪出等のi棚） I O 

［ーの栽培耐 川（前年比 JOO.市 ） ｜ ｜ I 11 水稲直帰実銭目甥荷積 〉
鉄コーティング直殖の殺矯面積 38.0ha ｛前年比： i25.4%> I O水稲直婚栽培技術の碓立 11 I I / 

水稲VI茸乾田直矯の栽熔面積 16. 9ha ｛前年比： 1s. B%l I I 95. 5ha I 150ha I 2001ia 

z.生産・販売とタイアップした生産資材の供給 10営農組織と連携した生産資材等置送利用システムの実施 ｜ 。営農組織及ひ1担い手と連抗した I o 
1)ー1舌仕入れに対するメy:;tトi航 平田~ーで ｜ ・制組織.ff!い手への事前説明会の開催と個別訪問 ｜ 生 産資材等直送利用システムの拡充

よ位 ｜ ・全焼胤料配送システム導入によるメ目ッ トの確保 ｜ O営良総合店舗化・配送システムの検討

・営路指導と述携した公良資事オt想定（効果：~験等）の実施 I . J Aらしい生産資初店舗の見直し

0季節感のある企画、年間キャンペーン等の災施 ｜ 誘導、品備え、陳列、消潔、珍節感ある販宛促進

・アグ目配送センター， 7困／年 ・う米綴： B悶／年 ｜ ・継続

H27 

。
策応対〈平成25年）

。地区単位水田有効活用の推進

0表跡を活用した二毛作体系の推進→大索作付稲稽 2凶 Iha

大量是→大豆：83.7ha 大家「泌豆： 0. 2ha 大変『野裟： 7. Oha 

大変→景観作物： 17. 311a 大変→1P灼9T:6ι5ha 大変→ソパ： 5.Sha 

. _ltl_」忍」h旦

状現

n.地媛E農業を支えるものづくりの実践

1.高品質なj幾l宝物の安定生産に向けて

1）土づくりを基盤とした録演にやさしい農業の硝立

題叡！

。

300必

。
エコファーマーの認定自慢人敏

250名

0水稲地カ地強作物体系の推進

録肥： 7.日同 f景観t開，：3.Oba 

2）水稲の泣総統t告によるf同lj!Jl；大とほロスト体系の線立

.'; -,...: . .JI輯語ア♂弘主：t..r－~戸 ；

ムー→一一一一→一一一ー＋

一一ー…一川
1
1
1
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？
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O
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十…
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1~1コト
fl子。.3

筒ハ？~
品目 7Jバm

hベ7
!*ii.I 

野菜
E問fll!N ii号車

自a11u

制 11 ti 11.1 ll II.I ll Iii 

生豊富 GS 3自 国 首l l，側 !≪ 1,51 l,1il 

123 
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目踊割

目厚生産額

ス
テ
ッ
プ
3

百撚生産額： 17.5%日4軍部積対比： 28.9% 

＊栽培技術の確立と機械装備の充実
食収量及び品質の確保
女契約栽t音の確立と栽培面積の拡大



也問活費由化策JJa:3か年運動

堂開会 地域資源0)未来への創造 NO. 3 
ムー検討・剖・Ji!iio－実践

課 題 H27 現 状 （平成25年｝ 対 応 策

3）加工Z事業の導入による付加価値向上

・プランド化への取組み

松1自.jJll工・販売ノウハウの取得

．原材料の多段化活・用と版協の確立

4）間紛・女性農業者にマッチした

営践活動の提条‘と指導

；ア＠伝蚕雇義喜互主ヨ亨志向日？ー 0t歯E昔~一で宍工；：.~.
一干一一一一一下日町一叩倫II O地域特産加l工品 （農産却l工品）の隣発と生産 ．版売

・ 地元農昔~i!li物を活用した

J 1¥ふくみつブランド耐品の防i発 ・賊究

－加工グループ等のi制Eによる商品開発

・通年刻1工、販売の確立を見似・え地区センターの他殺活用整備

823斗ミ

・ひまわり泊 f衛切の忠J、苧焼酎 「福光J
東京アンテナショ yプヘ山品

• J Aグループ・JFグループ北陸商談会への出品（3祉との商船

・ひ、まbり油『南砺の窓JがEマーク『富山県地域特産品jに:m.鉦
f唐辛子』の商品研究・販売

－ 女性部活動と連~した特産物等の育成

J Aライフと提mした販売促逃 f幽士一九円·~－.llOi="'='·~·

－芋焼酎『偏光1販売資格の取得検討

Oひまわり祭りの開催

） 継 続

H25 H26 

。

。

O

O
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5) J也揚jfilJ,炭産物の提供

－一一一一一－－一”司一一・岨・・－－－－－－一一－－－－一ー一一ーー・・・・－-.. P-.. ------...................... --.... · - ·• ..一一－－~＂！＇；＇；＇士 ＇＇！：~＂！~.：＂士；：＇！：：；；；~で－：.一一－－－－ － -1・・ーーーーーーートー－－－－．．

OJ也産地消の推進でふくみつの米や野菜を供給

－学校給食の供給体制 福光管内小中学校 (5校〉

O 「JA福光産直倶楽部jの活動強化

産宣倶楽部会員数 : 19組織、 56個人

．う米蔵、サンキューフレyサl宙産直コーナーへ出品

－学校給食への食材侵供継続

’E
ヲ
rMtゆ継

、B
1
1

、ril
J

or悶芸 ・実証悶Jの紋置

・立!Ifヶ原畑地の遊休食l也・不緋作農地の有効活用

プロ yコリーの栽t苦3Oa、アスパラの殺I昔2Oa 

0 f園芸・実経田jの継続

・立野ヶ原畑地の遊休i築地・不耕作燥地の有効活用の拡光

．遊休農地のfJi用による農地の高度利用

・市街地近郊での「ふれあい燥聞Jの紋世

。「観光農業1 ・ fオーナー制農業jの取組み

. 1地区1名指導員体制での指導強化

O品目専任指導員の配慌

・主事E作（54',）画芸（4名）農政（2名）のj百i障体!tlJ
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・経営指導、技術指導弘生産、購);t、販売の一環した指獄

。品目専任j管理事員体制の充実 ・強化

。
。

ムー＋一一一一ート一一一＋

。
。


